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は

め

に

ね
ず
み
衛
生
古
虫
の
防
除
事
業
は

当
協
会
の
設
立
目
的
て
あ
る
公
衆
術

竹
の
環
て
あ
る
に
策
恥
予
防
］
幻

す
み
衛
生
害
虫
防
除
事
業
に
従
出
す

る
者
の
資
格
、
規
制
の
間
題
は
い
う

ま
て
も
放
貯
さ
九
る
へ
き
も
の
て
な

い
と
考
え
ら
れ
る
の
て
ご
こ
に
敢
て

拙
文
を
草
ず
る
次
第
で
あ
る
.
3

ぅ＿
伝
染
病
予
防
法
と
地
方
目
冶

（
 体
と
の
関
係
及
ひ
閃
連
の
法
令

、J一
社
会
環
境
の
笈
化
と
占
識

（
 
）
 
(
t
i
m
法
人
日
本
ヘ
ス
ト
コ
／

ト
戸
ー
ル

(
P
C
o
)

協
会
の

組
織
と
連
閏

以
卜
の
て
点
を
基
調
と
し
て
論
す

る
こ
と
か
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る。

伝
染
病
予
防
法
と
地
方
自
右
侭

と
の
関
係
及
ひ
関
連
の
法
令

ご
承
知
の
よ
う
に
日
本
で
の
各

柿
の
伝
染
病
発
生
の
謄
史
は
ま
こ

と
に
古
い
も
の
で
あ
る
か
、
こ
れ

が
対
応
の
た
め
の
近
代
的
行
政
機

関
の
招
備
は
朝
野
て
叫
ぱ
れ
て
き

し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

央
合
;
庁
[
内
務
省
」
か
設
れ
f

「
伝
菜
病
予
防
法
」
か
明
治
三

O
'

四
一
怯
律
第
一
1

六
号
て
公
布
さ

れ
る
と
共
に
そ
の
基
礎
か
確
立
さ

汀
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
知
事
、

市
町
村
の
は
た
す
へ
き
任
務
か
定

め
ら
れ
た
。
こ
の
「
内
務
省
」
か

ら
厚
生
省
官
詞
（
昭
和
一
三
F

-

、

一
一
勅
令
第
じ
号
）
に
よ
り
「
厚

生
省
」
と
し
て
怯
立
し
f

さ
ら
に

屡
ゲ
省
護
置
怯
（
詔
和
二
四
f

五、

三
一
法
律
第
一
万
一
号
）
て
現
在

の
「
厚
生
省
」
に
衣
替
え
し
て
今

日
に
至
コ
て
い
る
。
こ
の
間
関
連

法
令
の
数
次
の
改
正
か
行
な
わ
れ

た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
v

）
 
↑

そ

晨

昆

虫

等

の

駆

除

そ
族
f

昆
虫
等
の
駆
除
が

「
知
事
の
行
う
予
防
措
置
」
（
第

十
九
条
）
と
し
て
f

「
市
町
村

の
行
う
予
防
措
置
」
（
第
十
六

条
ノ
ニ
）
に
明
確
に
「
そ
族
、

昆
虫
等
の
駆
除
」
に
つ
い
て
そ

の
任
務
か
規
定
さ
れ
た
。
（
別

一
号
（
イ
）
）

地
方
自
治
法
（
昭
和
ニ
―

四
一
七
法
律
第
六
七
号
）
]

よ
っ
て
都
遣
府
県
条
例
と
し
て

棗
京
都
f

神
奈
川
県
、
京
都
府

て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
殺
虫
消
毒
業

取
締
条
例
」
其
の
他
の
名
称
て

ね
ず
み
、
昆
虫
の
駆
除
事
業
者

に
対
し
て
規
制
か
行
な
わ
れ
て

い
る
。
（
以
上
別
表
第
一
号

（
イ
）
参
照
）

こ
九
ら
伝
簗
病
予
防
注
、
条

例
な
と
に
よ
っ
て
一
般
市
町
村

住
民
は
ね
ず
み
f

昆
虫
駆
除
に

よ
る
被
害
は
自
ら
の
励
力
に
よ

っ
て
ニ
エ
伝
染
病
の
予
防
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
な
か
ら
是
て
必
ず
し
も
完

全
と
は
言
い
雌
い
。
そ
れ
は
人

間
の
生
活
を
取
り
ま
く
社
会
環

境
は
極
め
て
複
雑
に
し
て
多
岐

て
あ
る
。
そ
れ
は
前
述
の
外
に

多
く
の
ね
ず
み
r

昆
虫
駆
除
を

規
定
し
た
法
令
が
存
在
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

）
 
こ
ね
す
み
、
衛
生
害
虫
防
除
の

関
係
法
令
に
つ
い
て

イ
、
人
の
日
常
生
活
に
お
い
て

重
大
な
関
係
の
あ
る
建
築
物

に
つ
い
て
は

「
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的

環
境
確
保
に
関
す
る
法
律
」

四
f

―四
5

、
）ヵ

昭
和
四
五
p

法
律
第
二

0
号

（
 

ロ
、
生
命
及
ひ
健
康
を
維
持
す

る
た
め
に
熱
、
カ
ロ
リ
ー
顔

な

る

食

品

つ

い

て

は

ハ
f

又
食
肉
を
完
全
に
処
理
す

る
為
に
は

「
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す

る
法
律
」

存
在
す
る
。

ミ
又
国
内
に
常
在
し
な
い
伝

簗
病
の
病
原
体
が
船
舶
又
は

航
空
機
を
介
し
て
国
内
に
侵

入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
に
は
伝
染
病
予
防
に
必
要

な
措
置
を
講
す
る
も
の
と
し

て「
検
疫
法
」

、

六

｀

A

号
）
カ

「
ね
ず
み
駆
除
」
に
つ
い
て

規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
一
号る
法
令
が

ホ
、
そ
の
他
「
衛
生
行
政
六
法
」

に
つ
い
て
も
、
い
つ
れ
も
r

ね
ず
み
等
駆
除
が
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
（
別
表
第
一
号

（
口
）
参
照
）
そ
の
他
い
く

つ
か
の
法
令
に
も
同
様
ね
ず

そ
衛
生
害
虫
駆
除
規
定
の

あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
こ
と

と
息
う
の
て
こ
こ
に
は
省
略

す
る
。

右
の
よ
う
に
伝
策
病
予
防
の
基

本
法
と
も
な
る
べ
き
伝
染
病
予
防

法
の
外
に
特
に
関
連
性
の
深
い
も

の
を
例
示
し
た
か
こ
の
よ
う
に
ね

す
み
、
昆
虫
駆
除
が
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
法
令
か
如
何
に
多

く
制
定
さ
れ
て
い
る
か
の
一
端
を

例
示
し
た
に
す
き
な
い
。

二
社
会
環
境
の
変
化
と
認
識

「
蚊
と
は
え
の
い
な
い
生
活
」
実

践
運
動
に
つ
い
て

「
蚊
と
は
え
の
い
な
い
生
活
」

の
実
践
運
動
は
f

昭
和
三
十
年
六

月
二
十
一
日
「
閣
議
了
解
」
に
よ

っ
て
実
麓
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

「
蚊
と
は
え
の
い
な
い
生
活
」

の
実
践
運
動
に
関
す
る
件

一

趣

旨
蚊
と
は
え
の
い
な
い
生
活
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
国
民
の
自

主
的
な
実
践
活
動
を
基
盤
と
し
、
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国
及
ひ
地
方
公
共
団
体
か
こ
れ

に
粕
極
的
な
協
力
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
蚊
と
は
え
の
駆
除
を

徹
庭
し
て
明
朗
て
快
適
な
生
活

閤
境
を
つ
く
り
上
け
、
あ
ま
ね

く
国
民
の
健
康
生
活
の
確
立
に

資
す
る
も
の
と
す
る
。

二

実

施

方

針

□

こ
の
運
動
は
、
昭
和
ニ
一
十

年
度
か
ら
開
始
し
r

昭
和
一
一
＿

十
二
年
度
内
ま
て
に
は
、
全

国
に
あ
ま
ね
く
普
及
す
る
こ

と
を
日
標
と
し
て
展
開
す
る

も
の
と
す
る
。

（

こ

の

連

動

は

、

蚊

と

は

え

の
い
な
い
生
活
を
実
現
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
生
活

を
向
卜
さ
せ
よ
う
と
す
る
国

民
の
自
発
的
か
つ
持
続
的
な

蓮
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と

を
崖
調
と
ナ
る
も
の
と
す
る
。

）
 
三

こ

の

運

動

は

、

都

市

農

村

（
 を
通
し
r

全
国
的
な
規
模
て

実
施
す
る
か
、
そ
れ
そ
れ
の

特
殊
性
に
基
い
て
f

そ
の
効

率
的
な
推
進
を
図
る
も
の
と

す
る
。

三

実

施

要

領

―
こ
の
連
動
の
沼
実
な
役
透

）
 
（
 を
図
る
た
め
、
ま
ず
現
在
蚊

と
は
え
の
駆
除
に
成
功
し
て

い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
更

に
そ
の
区
域
を
拡
大
す
る
こ

と
と
し
、
末
だ
成
功
し
た
地

区
の
な
い
市
町
村
に
つ
い
て

門

先

つ

他

の

模

範

と

な

る

よ
う
な
地
区
の
実
現
を
図
り
r

こ
れ
ら
成
功
地
区
を
年
々
倍

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
こ
の
運
動

を
全
国
に
普
及
さ
せ
る
も
の

と
す
る
。

）
 
二
主
と
し
て
町
村
部
に
お
い

（
 て
は
r

こ
れ
ま
て
の
実
績
に

鑑
み
て
、
地
区
住
民
の
自
主

的
な
組
織
活
動
を
基
盤
と
し
、

教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
機

関
及
ひ
屈
人
会
、
青
年
団
、

農
業
団
体
等
の
民
間
団
体
の

励
力
を
得
て
、
身
近
な
発
生

原
を
取
り
除
く
な
と
清
掃
を

徹
底
し
、
便
所
、
下
水
溝
r

肥
料
高
、
畜
舎
、
堆
肥
舎
を

適
切
に
管
理
す
る
な
と
環
覧

的
な
対
策
に
重
点
を
お
い
て

駆
除
の
徹
仄
を
図
る
も
の
と

す
る
。
都
市
、
特
に
大
都
市
に
記

）
 

ご
一
•
一
―
（
 い
て
は
、
関
係
当
局
の
協
力

に
よ
る
有
恨
的
て
積
極
的
な

活
動
と
こ
れ
に
対
応
す
る
市

民
の
実
践
と
に
も
と
ず
き
、

お
お
む
ね
次
に
よ
り
効
率
的

な
駆
除
を
推
進
す
る
も
の
と

す

る

。

以

下

省

略

前
記
「
蚊
と
は
え
の
い
な
い
生

活
」
の
実
践
運
動
に
関
す
る
件
が

閣
議
了
解
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

同
年
六
月
二
十
四
日
厚
生
省
発
術

第
二
三

0
号
を
以
て
各
都
道
府
県

知
事
宛
次
の
厚
生
事
務
次
官
通
知

が
発
せ
ら
れ
た
。

「
蚊
と
は
え
の
い
な
い
生
活
」

実
践
運
動
に
関
す
る
件
（
依

命
通
達
）

今
般
、
「
蚊
と
は
え
の
い
な
い

生
活
」
の
実
践
運
動
を
全
国
的
に

展
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
別
紙

の
と
お
り
閣
議
の
了
解
を
得
た
が
、

こ
の
連
動
は
、
従
来
の
実
積
に
鑑

み
、
国
民
の
自
主
的
な
実
践
活
動

を
基
盤
と
し
、
国
及
ひ
地
方
公
共

団
体
か
こ
れ
に
積
極
的
な
協
力
を

す
る
こ
と
に
よ
り
％
蚊
と
は
え
の

駆
除
を
微
良
し
て
明
朗
、
快
適
な

牛
活
虞
境
を
造
成
し
、
あ
ま
ね
く

国
民
の
健
康
生
活
の
確
立
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

っ
て
f

そ
の
成
景
は
、
単
に
公
衆

衛
生
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ひ

い
て
は
今
悛
の
わ
か
国
の
国
民
生

活
に
国
期
的
な
應
義
を
も
た
ら
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
f

閣
議

［
解
の
趣
旨
の
普
及
徹
底
に
努
め

る
こ
と
は
勿
論
f

特
に
左
記
事
項

に
留
意
し
て
r

そ
の
所
期
す
る
目

的
の
逹
成
に
努
め
ら
れ
た
く
、
命

に
よ
っ
て
通
知
す
る
。

コ
し
1

一―[
"
 

第

本
実
践
運
動
の
趣
旨

「
蚊
と
は
え
の
い
な
い
生

活
」
は
、
健
康
明
朗
な
生
活

の
最
低
要
件
の
一
っ
で
あ
る

の
て
、
身
近
な
実
践
を
通
じ

て
こ
れ
を
確
立
す
る
こ
と
に

よ
り
、
従
来
の
観
念
を
一
掃

し
て
、
「
蚊
や
は
え
の
い
な

い
の
か
当
然
で
あ
る
」
こ
と

を
常
識
化
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

二

蚊

と

は

え

の

駆

除

は

、

と

も
す
れ
ば
半
は
不
可
能
て
あ

る
か
の
如
く
考
え
ら
れ
勝
ち

で
あ
る
が
、
数
年
来
す
で
に

多
数
の
モ
テ
ル
地
区
に
お
い

て
、
地
域
社
会
の
組
織
的
な

実
践
活
動
に
よ
り
、
比
較
的

容
易
に
実
現
し
得
て
生
活
に

直
結
し
た
予
想
外
の
成
果
を

収
め
る
こ
と
か
実
証
さ
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
三
箇
年
を

目
途
と
し
て
、
「
蚊
と
は
え

の
い
な
い
生
活
」
を
広
く
全

国
に
普
及
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

三
本
実
践
運
動
は
、

1
一
一
箇
年

を
目
標
と
し
て
そ
の
全
国
的

普
及
を
期
す
る
も
の
で
あ
る

か
、
こ
れ
は
f

そ
の
本
質
上
f

決
し
て
三
箇
年
を
以
て
終
る

も
の
で
は
な
く
、
生
々
発
展

さ
せ
て
、
「
蚊
と
は
え
の
い

な
い
生
活
」
を
全
国
的
規
模

に
お
い
て
恒
久
的
に
確
立
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と。

四

本

運

動

は

、

「

蚊

と

は

え

の
い
な
い
生
活
」
を
確
立
し

よ
う
と
す
る
国
民
の
自
主
的

な
実
践
活
動
を
通
じ
て
、
合

理
的
な
も
の
の
考
え
方
と
地

域
社
会
に
お
け
る
連
帯
意
識

を
培
養
し
、
お
の
ず
か
ら
総

合
的
な
生
活
の
改
善
合
理
化

へ
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
て
あ
る
こ
と
。

第

二

実

麗

上

特

に

留

應

す

へ

き

事
項
関
係
事
業
と
の
有
機
的
連

携
に
よ
る
総
合
効
果
の
確
立

に
つ
い
て
清
掃
事
業
r

下
水

道
事
業
等
は
、
蚊
と
は
え
の

駆
除
と
表
裏
一
体
の
関
係
に

あ
る
の
て
、
今
悛
特
に
こ
れ

ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
f

環

境
的
駆
除
と
の
関
連
を
十
分

に
考
慮
し
て
r

そ
の
認
識
の

も
と
に
積
極
的
に
推
進
し
r

総
合
効
果
を
確
保
す
る
こ
と
。

な
お
r

右
に
関
連
し
、
失

業
対
策
事
業
の
一
環
で
あ
る

環
境
衛
生
整
備
事
業
、
排
水

事
業
等
に
つ
い
て
も
、
環
境

的
駆
除
の
推
進
と
の
積
極
的

関
連
を
考
慮
し
て
事
業
の
運

-3-



l
心
の
よ

11
省
山
筋
次
官
依
命
通
知
か

れ
た
背
号
□

仄
閏
術
化
諮

ill鱈
だ
ぃ
/
／
犀
叶
旦
門

叫
揚
揺
g

忍
応
汀
反
及
抑
切
口
邦
！
ハ
ピ

，
f

コ
て
麗
（
も
た
ら
〕

疹
チ
フ
ス
｝
＂
〉
ラ
リ
、

V

叩

加

の

企

を

炉

〈

だ

亦
刷
、
『
腐
チ
＂
ノ
人

f
i
i
"

の
防
除
討
集
の
区
長
性

リ
「
明

wif
快
□

？
乙
化

砧
成
し
て
地
域
く
る
み

だ
と
そ
の
向
ー
を
切
し

れ
を
Jir

々
兄
展
し
て

古
こ

し

1
1
i

）
 

こ
り
ィ
ン
ト
と
し
宜

休
勢
は
と
と
の
い

村
冒
の
指
氾
〉
よ
ろ
し

以
↑
省
略
す
る
。

ィ
）
図
る
よ
う
指
喜
ナ
る

。
ーこ

力

に

さ

れ

て

r

と
さ
れ
た
「
蚊
と

生
凸
」
と
そ
の

成
景
を
あ
け
る

の

T
 

ー，

布

を

釘

ぃ

且

紀

の

日

木

万

閲
に
公
の
成
功
を
付
っ
た
。

（
別
掲
写
真
参
詔
，
）

，
鮫
と
は
え
の
い
な
い
仕
活

＼
只
連
動
以
来
閃
係
行
政
機
詑
の

総
合
的
f

有
機
的
連
捌
の
も
と
地

化
応
る
い
は
r

ね

虫

の

生

態

の

変

化

な

と

の

安

因
に
よ
り
特
に
都
市
部
に
記
け
る

わ
旦
す
み
、
術
生
言
虫
の
防
除
対
策

は
従
東
の
市
町
村
衛
生
班
拉
び
に

甘
民
の
地
区
組
籠
活
動
の
み
て
は
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そ
の
実
効
を
期
待
す
る
こ
と
か
困

難
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

社
会
情
勢
の
推
移
に
か
ん
か
み
、

今
後
、
市
町
村
衛
生
州
と
住
民
の

地
区
組
織
活
動
と
あ
い
ま
っ
て
、

ね
ず
み
、
衛
生
害
虫
防
除
を
専
門

と
す
る
業
者
を
適
正
に
活
用
し
｀

防
除
体
制
の
合
理
化
を
は
か
る
こ

と
が
必
要
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
て
卜
記
冑
項
に
留
意
の
う
え
こ

の
事
業
の
円
満
な
推
進
に
格
段
の

配
店
を
お
願
い
す
る
。
以
下
省
略

こ
の
よ
う
に
し
て
防
除
堂
業
者

の
指
導
と
利
用
に
つ
い
て
こ
の
困

業
の
円
満
な
推
進
に
格
段
の
配
慮

を
促
し
て
い
る
。

三
ね
す
み
衛
生
害
虫
防
除
事
業
者

の
団
体
組
織
に
つ
い
て

ね
ず
み
衛
生
害
虫
防
除
事
業
者

の
団
体
組
織
の
動
き
な
ど
に
つ
い

て
は
本
紙
第
二
二
号
2
頁
に
そ
の

概
略
を
記
述
し
た
と
こ
ろ
て
あ
る

が
社
団
法
人
日
本
ペ
ス
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
〈

P
C
o
)
協
会
の
設
立

経
過
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

1

任
意
団
体
「
日
本
害
虫
防
除

(
P
C
o
)
連
合
会
」
設
立
総

会昭
和

四

三

、

一

一

、

一

五

於

代
々
木
r

全
理
連
ヒ
ル
て
開
催

八
五
名
出
席

2

社
団
法
人
日
本
ペ
ス
ト
コ
ノ

ト
ロ
ー
ル

(
P
C
o
)
協
会
設

立
許
可
申
請
書
の
進
逹
願
を
東

東
都
知
事
に
提
出
昭
和
四
六
、

六
、
一
五

3

社
団
法
人
日
本
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル

(
P
C
o
)
協
会
の

設
立
許
可
（
民
法
第
三
四
条
）

さ
れ
た
。

昭
和
四
七
f

三
、
一
五

肛
生
省
環
第
一
六
五
号

厚

生

大

臣

斉

藤

昇

4

P

C

O

協
会
（
団
体
）
組
織

悛
の
連
宮
作
業

イ

衛

仕

害

虫

防

除

技

術

者

登

録
規
定

ロ

同

営

業

者

登

録

規

定

ハ
同
資
格
認
定
委
員
会
設
置

昭

和

四

互

八

、

一

ニ
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
必

携
発
行

昭
和
四
五
、
一
一
、
一

ホ

ね

ず

み

術

生

害

虫

防

除

業

務
栖
準
仕
様
書
（
第
一
回
）

昭

和

四

九

、

五

作

成

同
上
原
準
仕
様
書
（
第
二
回
）

昭

和

五

二

、

四

作

成

へ
毎
年
防
除
技
術
者
資
格
認

定
の
た
め
研
修
会
開
催
と
認

定
試
験
実
麓

ト

そ

の

他

高

度

の

技

術

研

究

会
を
毎
年
開
催

チ
毒
物
劇
物
取
扱
者
講
習
会

及

ひ

危

険

物

取

扱

主

任

者

（
乙
種
第
四
類
）
の
受
験
の

た
め
に
受
講
な
と
引
続
き
実

施
中
で
あ
る
。

右
は
主
な
運
営
作
業
の
一
端

を
記
述
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
組
織
後
厚
生
省
、

国
立
予
防
衛
生
研
究
所
、
日
本
環

境
衛
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
官
庁
f

研

究
機
関
団
体
等
よ
り
技
術
者
と
し

て
の
教
育
r

経
営
者
と
し
て
の
商

業
理
念
の
確
立
な
ど
各
般
の
問
題

を
通
じ
て
又
自
ら
行
う
研
修
会
か

公
益
法
人
と
し
て
の
使
命
遂
行
の

た
め
に
努
力
が
現
に
な
さ
れ
て
い

る。

四
ね
す
み
衛
生
害
虫
防
除
技
術
者

及
ひ
同
事
業
経
営
者
に
対
す
る
資

格
問
題
（
法
制
化
）
に
つ
い
て

こ
の
問
題
を
提
起
す
る
に
あ
た

っ
て
こ
れ
か
参
考
と
な
る
へ
き
事

項
、
経
過
の
大
要
に
つ
い
て
概
述

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
既
述
の
よ

う
に
ね
ず
み
衛
生
害
虫
の
駆
除
に

つ
い
て
多
く
の
諸
法
令
が
制
定
さ

れ
且
つ
こ
れ
が
実
施
の
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
今

さ
ら
贅
言
（
ぜ
い
げ
ん
）
を
述
ヘ

る
ま
で
も
な
く
r

人
の
生
命
維
持

の
た
め
に
明
朗
に
し
て
快
活
、
病

魔
に
侵
さ
れ
な
い
文
化
的
な
生
活

の
た
め
に
伝
染
病
の
媒
介
を
な
す

鼠
族
衛
生
害
虫
は
も
と
よ
り
不
快

害
虫
の
防
除
を
行
な
わ
な
け
れ
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
人
間
生
活
の
必

然
的
第
一
歩
と
称
す
へ
き
て
あ
る
。

外
観
的
に
は
極
め
て
近
代
建
築
物

の
美
？
を
誇
る
ヒ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

中
に
は
衛
生
害
虫
の
巣
窟
と
な
り

繁
殖
の
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
こ

と
を
目
撃
す
る
し
ね
ず
み
し
か
り
、

ゴ

キ

プ

リ
r

チ
カ
イ
ニ
カ
と
か
ず

か

ず

の

害

虫

、

不

快

昆

虫

の

棲

家
と
な
り
、
又
地
下
街
に
お
い
て

も
同
様
の
事
実
を
み
る
な
と
人
の

生
命
と
健
康
を
脅
や
か
し
て
い
る

現
状
は
最
早
放
置
さ
れ
る
へ
き
間

題
て
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
防

除
技
術
者
、
経
営
者
に
対
し
既
に

相
当
の
専
門
的
技
術
、
経
験
を
つ

み
且
つ
実
績
を
有
す
る
技
術
者
に

対
し
厚
生
省
指
導
下
に
お
い
て
昭

和
四
五
年
来
ね
ず
み
衛
生
害
虫
防

除
技
術
者
の
登
録
を
自
主
規
定
と

は
い
え
実
施
し
て
今
日
に
全
っ
て

い
る
現
状
は
当
局
に
お
い
て
も
評

価
さ
れ
て
然
る
べ
き
こ
と
で
あ
り

こ
の
際
慎
重
に
考
慮
さ
る
へ
き
事

案
と
し
て
熱
望
致
し
た
い
。

こ
の
た
び
厚
生
省
当
局
は
「
ね

ず
み
衛
生
害
虫
駆
除
薬
に
係
る
事

故
」
調
査
の
報
告
を
求
め
ら
れ
て

い
る
が
幸
に
し
て
こ
れ
か
資
格
法

制
化
の
た
め
の
検
討
と
そ
の
布
石

に
資
せ
ら
れ
ん
と
す
る
の
調
査
て

あ
る
な
ら
ば
ま
こ
と
に
時
宜
に
適

し
た
る
も
の
で
あ
る
と
歓
迎
し
且

つ
吾
わ
れ
に
失
意
を
与
え
ざ
ら
ん

◇
◇
◇
◇
◇
 

＼
府
政
だ
よ
り

i
s
i
¥
I

◇
◇
◇
◇
◇
 

大
阪
府
衛
生
部
で
は
次
の
主

な
行
事
か
行
わ
れ
る
予
定
て
す
。

〇
狂
犬
病
予
防
月
間

期

間

四

月

中

0
全
国
水
道
週
間

期

間

六

月

一

日

1
七
日

0
歯
の
衛
生
週
間

期

間

六

月

中

0
農
業
危
害
防
止
運
動

期

間

六

月

中

0
性
病
予
防
月
間

期

間

六

月

中

こ
と
を
こ
こ
に
懇
願
致
し
た
い
。

む

す

ひ

身
分
権
と
営
業
権
に
つ
い
て
は
私

は
既
に
昭
和
四
七
年
九
月
ペ
ス
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
九
号
で
「
身
分
権
と
営

業
権
」
と
題
し
ま
た
数
回
に
渉
っ
て

概
説
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
憲
法
第

二
五
条
の
「
国
民
は
健
康
て
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を

有
す
る
。
」
と
あ
り
之
に
事
業
を
通

し
て
社
会
に
奉
仕
す
る
者
の
た
め
に

速
か
に
之
れ
が
身
分
権
、
営
業
植
付

与
に
向
っ
て
理
解
と
前
進
も
っ
て
こ

こ
に
英
断
を
下
さ
れ
ん
こ
と
を
重
ね

て
切
望
し
て
拙
文
を
終
る
。

暴
言
多
謝
、
乞
う
ご
叱
正
を
。

（
二
月
十
一
日
稿
）
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伝
染
病
予
防
法

明
冶
三
0
、
四
、

[
法
律
第
一
―
六
号

厚
牛
省
設
胃
法

>

昭

和

二

四

五

、

ニ

[
法
律
第
一
九
一
号
＼

厚
生
省
官
制

昭
和
三
一
、
一
、

i

-

]

ロ

勅

令

第

七

匂

〕

（
厚
生
省
設
償
法
に
よ
り
廃

止）

',  

消
五
営
業
者
規
制

第
二
条
第
一
二
項

第
一
号
、
第
七

第
十
四
条

地
方
自
治
法ロ
ニ
、
四
じ

知
事
の
行
う

予
防
措
置

ィ
r

第
十
九
条

第
九
号
駆
除
と
麗
設

ロ
、
第
十
六
条
の
二

第一
1

項
巾
町
村
に
対
し

叶
国
の
田
立
r

丈
地
指
導
等
込

要
な
惜
置

ハ
、
省
令
委
任
↓

伝
染
病
予
防
法
そ
の
他
（
主
と
し
て
）
ね
す
み
、
衛
生
害
虫
防
除
関
係
法
規
に
つ
い
て

市
町
戸
か
行
う
予
防
惜
置

法
第
十
六
条

）
 
―
市
町
村
内
の
膚
潔
方
法
r

及
消
毒
方
法
の
旅
行

（
 予
防
j
必
要
な
る
医
師
そ
の
他
人
員
の
屈
入
及
器

旦
、
最
品
等
物
件
設
備

ヽ
l二

鼠

族
f

昆
虫
の
駆
除

（
 イ
、
怯
弟
十
六
条
ノ
二

ロ
、
政
令
第
六
条
（
予
防
法
麓
行
令
〗

a
、
住
民
に
対
し
墨
除
用
薬
品
配
付
と
そ
の
指
導

b
、
衛
生
班
設
置
と
そ
の
摂
準
及
公
園
な
と
の
駆
除

実
旅

予
防
法
麗
行
規
則

大
正
一
―
、
九
f

二

[
内
務
省
令
第
二
四
号

第
四
章
第
十
七
条
清
黎
方
法

第
六
章
第
二
十
七
条
の
ニ
ー
同
条

の
五
F

ね
ず
み
族
r

こ
ん
虫
等

駆
除

都
道
府
県
条
例

一
、
殺
虫
消
毒
業
取
締
条
例

[
昭
和
二
八
‘
1
0
、
1
0

東
京
都
条
例
第
一
―
0
号

三
消
毒
業
者
取
締
条
例

昭
和
二
二

[
神
奈
川
県
条
例
第
七

三
、
消
毒
営
業
取
締
条
例

昭
和
二
五
、
一
、
六

[
京
都
府
条
例
第
一
二
号

号）

◎
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
確
保
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
五
、
四
、
一
四
法
律
第
二
0
号
）

第
四
条
第
二
項

清
掃
ね
ず
み
、
こ
ん
虫
等
の
防
除
の
措
置

〇
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行

令

（
昭
和
四
五
‘
1
0
'
―
二
政
令
第
三
0
四
号
）

第
二
条
第
三
号

清
掃
及
ひ
ね
ず
み
、
こ
ん
虫
の
防
除

ロ
ね
ず
み
、
こ
ん
虫
等
に
つ
い
て
は
｀
適
切
な
方
法

に
よ
り
発
生
及
ひ
侵
入
の
防
仕
並
ひ
に
駆
除
を
行
な

う
こ
と
。

0
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
昭
和
四
八
、
五
、
一
五
政
令
第
一
三
六
号
）

第
一
条
中
「
八
、
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物

を
五
、
0
〗
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物
（
も
っ

は
ら
こ
れ
ら
の
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の

述
へ
間
招
か
こ
れ
ら
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
延
ヘ

面
積
の
一

O
ハ
ー
七
ノ
ト
を
こ
え
る
を
除
く
。
）

0
同
麓
行
令
の
一
部
改
正

（
昭
和
万
0
、
六
、
一
じ
政
令
第
二
二
六
号
）

第
一
条
中
「
三
、
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
な
る
。

0
事
務
所
衛
生
基
準
規
則

（
昭
和
四
六
、
六
、
二
五
労
働
省
令
第

第
十
四
条
ね
ず
み
、
こ
ん
虫
等
の
防
除

◎
食
品
衛
生
法

（
昭
和
ニ
ニ
‘
―
二
、
一
四
法
律
第
二

（
有
害
毒
物
混
入
防
止
基
準
の
設
定
）

第
十
九
条
の
十
八

ハ
号
）
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◎
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法
律

2

都
道
府
県
知
事
は
、
慎
業
の
施
設
の
内
外
の
消
潔
保

持
、
ね
ず
み
、
こ
ん
虫
等
の
躯
除
そ
の
他
公
衆
衛
生
ト

講
す
へ
き
措
置
に
閃
し
必
菱
な
悲
準
を
定
め
る
こ
と
か

で
き
る
。

筐
業
者
は
r
n
I
l
-

―
項
の
且
準
か
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、

こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

〇
大
阪
府
公
告
第
太

0
号

陪
和
四
九
r

五
、
一
五

大
阪
府
知
事
職
務
仇
坪
名

大

阪

附

副

知

巾

錬

田

口

蔵

食
品
術
生
法
（
昭
和
二
□

年
仏
律
第
ニ
一
三
号
）
第
一

九
条
の
一
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
業
者
か
公
衆
衛

生
し
溝
ず
へ
き
措
罰
に
間
し
r

必
要
な
見
卓
を
次
の
よ
う

に
定
め
、
昭
和
四
九
年
一
□

月
一
五
日
か
ら
実
加
す
る
。
）

第
一
施
設
の
腎
坪
に
つ
い
て
は
r

次
に
定
め
る
と
こ
ろ

。

に
よ
る

図
ね
す
み
、
こ
ん
虫
亭
の
駆
除
作
業
を
随
時
行
い
、

そ
の
記
録
を
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

第
二
十
じ
条
第

法
律
第
二

0
一
号
）

項
、
第
二
項

◎

検

疫（
昭
和
二
六
、

第
十
四
条
第
一
項
第
六
号

検
疫
官
そ
の
他
適
当
と
認
め
る
者
を
し
て
、
ね
す
み

族
又
は
虫
類
の
駆
除
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

第
二
十
五
条

検
疫
所
長
は
、
検
疫
を
行
う
に
当
り
、
当
該
船
舶
に

お
い
て
ね
ず
み
族
の
駆
除
か
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

と
認
め
た
と
き
は
f

当
該
船
舶
の
長
に
対
し
f

ね
す
み

族
を
駆
除
す
へ
き
旨
を
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
省
略

内
容
省
略

◎
迎
容
閏
法

（
昭
和
二
二
，
―
二
、
一
四

O)人
阪
府
鹿
容
師
法
麓
行
細
則

（
昭
和
―
二
三
四
、
一
―

一
こ
ー
1

一
条
第
六
号

◎
美
容
師
法

（

附

和

二

-

三

法

律

第

一

六

0
大
販
府
芙
容
師
法
麗
行
細
則

（
昭
和
『
ニ
ミ
四
、
一
大
阪
府
規
則
第
一

-
0号）

第
一
／

1
一

条

第

六

号

円

容

省

略

◎
旅
陀
業
法

（
昭
和
二
三
r

―
-
―
法
律
第
一
三
八
号
）

第

四

条

第

二

項

円

容

省

略

0
大
阪
府
旅
陪
業
法
施
行
条
例

（
昭
和
二
四
、
一
て
f

-

[

-

第
三
条
第
六
号
r

第
九
号

◎
公
衆
浴
場
法

（
昭
和
―
―
―
―
-
、
七
‘
―
二
法
律
第
一
三
九
号
）

0
大
阪
府
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例

生

政

大
阪
府
条
例
第

内
容
省
略

号
）

大
販
府
規
則
第
一
九
号
）

内
容
省
略 法

律
第
二
三
四
号
）

（
昭
和
ニ
―
二
、
七
‘
―
二
法
律
第
一
四

0
号
）

第

五

条

第

二

項

内

容

省

略

0
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
三
一
、
九
、
六
政
令
第
二
八
五
号
）

第
一
条
第
二
項
第
二
号
七
内
容
省
略

0
へ
い
憤
処
則
場
等
に
閲
す
る
法
律
麗
行
細
則

（
陪
和
二
四
、
四
、
八
大
阪
府
規
則
第
一
一
五
号
の
二
い

第
五
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
項
第
五
号
内
容
省
略

◎
興
行
場
法

（
昭
和
二
三
、
七
、
一
―

0
大
阪
府
興
行
場
法
脆
行
条
例

（
詔
和
二
四
、
一
、
三
一

第
六
条
第
三
号

◎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法

（
昭
和
二
五
、
五
、
二
じ
法
律
第
二

0
七
号

0
大
阪
府
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
麗
行
細
則

（
陪
和
―
-

l

四
、
一

0
、

六

大

阪

府

規

則

第

五

三

号
）

第
一
条
第
し
号

そ

の

他

参

考

法

律

◎
廃
棄
物
の
処
岬
及
ひ
清
掃
に
関
す
る
法
律
、
薬
泊
法
、
：
靡

物
及
ひ
劇
物
取
締
法
な
と
あ
る
も
省
略
す
る
。

（
昭
和
二
五

号
）

第
七
条
第
一
号
r

第
六
号

内
容
省
略

大
阪
府
条
例
第
三
号
）

内
容
省
略

法
律
第

一
七
号

内
容
省
略

大
阪
府
条
例
第
八
五
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